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（第
だい

６回
かい

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

）「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」（仮 称
かしょう

）の論 点
ろんてん

についての意見
いけん

 

ＤＰＩ日本
にほん

会議
かいぎ

事務
じ む

局 長
きょくちょう

 尾 上
おのうえ

浩二
こうじ

 

 

（分野
ぶんや

D 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

) 

＜項 目
こうもく

D-1 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について＞ 

論 点
ろんてん

D-1-1) これまで支援
しえん

の狭間
はざま

にいた人
ひと

たち（例
たと

えば発 達
はったつ

障 害
しょうがい

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

、

難 病
なんびょう

、軽度
けいど

知的
ちてき

障 害
しょうがい

など)に必 要
ひつよう

な福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

とはどのようなものであるか？ 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

で示
しめ

されている通
とお

り、「障 害
しょうがい

のある全
すべ

ての人
ひと

」に対
たい

して必 要
ひつよう

な

支援
しえん

を行
おこな

えるような仕組
し く

みとし、当事者
とうじしゃ

の障 害
しょうがい

及
およ

び生 活 上
せいかつじょう

の必 要 性
ひつようせい

を、本 人
ほんにん

及
およ

び

家族
かぞく

の求
もと

めに応
おう

じて提
てい

供
きょう

する。 

○理由
りゆう

 

 「障 害
しょうがい

」は、生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

の各分野
かくぶんや

における制 限
せいげん

・制 約
せいやく

として考
かんが

える必 要
ひつよう

がある

ことから、それぞれの障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の社 会 的
しゃかいてき

生 活 上
せいかつじょう

、必 要
ひつよう

とする支援
しえん

のすべてを福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

とするべきであるため。 

 

論 点
ろんてん

D-1-2) 現 行
げんこう

の介護
かいご

給 付
きゅうふ

、訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

という区分
くぶん

につい

てどう 考
かんが

えるか？ 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

での支援
しえん

体 系
たいけい

のあり 方
かた

についてどう 考
かんが

えるか？

障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

構 造
こうぞう

やニード
に ー ど

に基
もと

づいた支援
しえん

体 系
たいけい

はどうあるべきと考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

構 造
こうぞう

やニーズ
に ー ず

に基
もと

づき、自立
じりつ

と社 会
しゃかい

参加
さんか

の推 進
すいしん

という視点
してん

から

当事者
とうじしゃ

の実 態
じったい

を踏
ふ

まえて根 本 的
こんぽんてき

に見直
みなお

す。 

○理由
りゆう

 

 現 行
げんこう

の支援
しえん

（サービス
さ ー び す

体 系
たいけい

）は、介護
かいご

保険
ほけん

との統 合
とうごう

を前 提
ぜんてい

に、介護
かいご

保険
ほけん

のメニュ
め に ゅ

ー

に入
い

れやすいものと、それ以外
いがい

に整理
せいり

したものに過
す

ぎず、そのために複雑化
ふくざつか

し使
つか

いずら

くなっている。また、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

、居 宅
きょたく

・移動
いどう

支援
しえん

等
とう

の区分
くぶん

は、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の生 活
せいかつ

実 態
じったい

にそぐわないため。 
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論 点
ろんてん

D-1-3) 現 行
げんこう

の訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

についてどう考
かんが

えるか？労 働
ろうどう

分野
ぶんや

での見直
みなお

しとの

関 係
かんけい

で、就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

等
とう

のあり方
かた

をどう考
かんが

えるか？また、自立
じりつ

訓 練
くんれん

（機能
きのう

訓 練
くんれん

・生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

)のあり方
かた

についてどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 費用
ひよう

負担
ふたん

を廃止
はいし

する。賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

等
とう

必 要
ひつよう

な施策
しさく

を講
こう

じ、労 働
ろうどう

法規
ほうき

の適 用
てきよう

を行
おこな

える

ようにすべきである。また、障 害 者
しょうがいしゃ

が必 要
ひつよう

とする介 助
かいじょ

・移動
いどう

（通 所
つうじょ

・通 勤
つうきん

）支援
しえん

等
とう

を確保
かくほ

すること。 

○理由
りゆう

 

 条 約
じょうやく

がもとめるあらゆる雇用
こよう

及
およ

び一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

との整 合 性
せいごうせい

及
およ

び ILO勧 告
かんこく

から費用
ひよう

負担
ふたん

は廃止
はいし

する。また、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を介 助
かいじょ

・移動
いどう

（通 所
つうじょ

・通 勤
つうきん

）を確保
かくほ

することに

より重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の活 動
かつどう

の促 進
そくしん

が期待
きたい

できる。 

 

論 点
ろんてん

D-1-4) 生 活
せいかつ

介護
かいご

、療 養
りょうよう

介護
かいご

も含
ふく

めた日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

支援
しえん

体 系
たいけい

の在
あ

り方
かた

をどうす

るか？ 

○結 論
けつろん

 

 介護
かいご

給 付
きゅうふ

に区分
く わ

けされている生 活
せいかつ

介護
かいご

、療 養
りょうよう

介護
かいご

等
とう

と訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

での支援
しえん

は、

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

という枠組
わくぐ

みで再
さい

構
こう

成
せい

しなおすべきである。 

○理由
りゆう

 

 D-1-2)で述
の

べた通
とお

り介護
かいご

給 付
きゅうふ

・訓 練
くんれん

給 付
きゅうふ

といった区分
く わ

けには積 極 的
せっきょくてき

な意味
い み

を見
み

いだすことはできず、障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

の中
なか

で果
は

たしている機能面
きのうめん

から整理
せいり

するべきで

あるから。 

 

論 点
ろんてん

D-1-5) 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の意義
い ぎ

と問 題 点
もんだいてん

についてどう考
かんが

えるか？地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の仕組
し く

みになじむものと、なじまないものについてどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

を行
おこな

うのが 困 難
こんなん

なサービス
さ ー び す

をまとめたという財 政 的
ざいせいてき

な理由
りゆう

からの

区分
くぶん

であり、積 極 的
せっきょくてき

な意義
い ぎ

は見
み

いだし難
かた

い。問 題 点
もんだいてん

は、地域
ちいき

特 性
とくせい

によることなく

保 障
ほしょう

されるべき施策
しさく

が後 退
こうたい

したことから、国
くに

と地方
ちほう

の責 任
せきにん

と役 割
やくわり

（財 政
ざいせい

負担
ふたん

を含
ふく

む）を検 討
けんとう

することが必 要
ひつよう

である。 
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○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

な移動
いどう

支援
しえん

やコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

等
とう

が、その

サービス量
さーびすりょう

、費用
ひよう

負担
ふたん

の有無
う む

等
とう

に地域間
ちいきかん

格差
かくさ

が生
しょう

じている。そして、その理由
りゆう

の多
おお

くが、

その地方
ちほう

自治体
じちたい

の財 政
ざいせい

によるため。 

 

論 点
ろんてん

D-1-6) 現 行
げんこう

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

についてどう考
かんが

えるか？推 進
すいしん

会議
かいぎ

・

第一次
だいいちじ

意見書
いけんしょ

では、「手話
しゅわ

や 要 約
ようやく

筆記
ひっき

、 指
ゆび

点字
てんじ

等
とう

を 含
ふく

めた多様
たよう

な言語
げんご

の 選 択
せんたく

、

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の手 段
しゅだん

の保 障
ほしょう

の重 要 性
じゅうようせい

・必 要 性
ひつようせい

」が指摘
してき

された。これらを踏
ふ

ま

えて、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

や盲
もう

ろう者
しゃ

、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

、さらに、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

、重 度
じゅうど

肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

を含
ふく

めた今後
こんご

のあり方
かた

をどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

は双 方
そうほう

にとって必 要
ひつよう

なものであるにもかかわらず、手話
しゅわ

通 訳
つうやく

等
とう

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

が無 料
むりょう

で実施
じっし

されていない自治体
じちたい

がある現 状
げんじょう

改 善
かいぜん

が

必 要
ひつよう

である。 

 ま た 、 今後
こんご

、「 支援付
しえんづ

き の 自己
じ こ

決 定
けってい

」 を 実 現
じつげん

し て い く た め に 、 様 々
さまざま

な

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

が必 要
ひつよう

である。 

 また、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の議論
ぎろん

の中
なか

で情 報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の分野
ぶんや

についての

検 討
けんとう

を行
おこな

うべきである。 

○理由
りゆう

 

 例
たと

えば、DPI全 国
ぜんこく

集 会
しゅうかい

の地方
ちほう

開 催
かいさい

にあたっては、８回
かい

の会議
かいぎ

の情 報
じょうほう

保 障
ほしょう

（手話
しゅわ

・

パソコン
ぱ そ こ ん

通 訳
つうやく

）で約
やく

30万 円
まんえん

の支 出
ししゅつ

が求
もと

められた。 

   第一次
だいいちじ

意見書
いけんしょ

に、「手話
しゅわ

、点字
てんじ

、要 約
ようやく

筆記
ひっき

、指
ゆび

点字
てんじ

等
とう

を含
ふく

めた多様
たよう

な言語
げんご

の選 択
せんたく

や

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の手 段
しゅだん

を保 障
ほしょう

することの重 要 性
じゅうようせい

及
およ

び必 要 性
ひつようせい

は省
かえり

みられるこ

とが少
すく

なかったため、それらの明 確
めいかく

な定義
ていぎ

を伴
ともな

う法
ほう

制度
せいど

が求
もと

められる」ことを実 現
じつげん

す

るため。 
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論 点
ろんてん

D-1-7) 現 行
げんこう

の補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

についてどう考
かんが

えるか？今後
こんご

のあり方
かた

につ

いてどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

は、地域
ちいき

特 性
とくせい

によることのない最 低 限
さいていげん

必 要
ひつよう

なものは国
くに

の定
さだ

めに

よって実施
じっし

する。 

○理由
りゆう

 

 視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

の読
よ

み上
あ

げ機器
き き

等
とう

の支 給
しきゅう

状 況
じょうきょう

に地域間
ちいきかん

格差
かくさ

があるため。 

 

論 点
ろんてん

D-1-8) 現 行
げんこう

の自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

についてどう考
かんが

えるか？基本
きほん

合意
ごうい

において、「当 面
とうめん

の

重 点
じゅうてん

な課題
かだい

」とされている利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の措置
そ ち

に加
くわ

えて、どのような課題
かだい

があると考
かんが

え

るか？ 

○結 論
けつろん

 

 今後
こんご

の法
ほう

体 系
たいけい

を考
かんが

えるに当
あ

たって、福祉
ふくし

が主
しゅ

に担
にな

うもの、労 働
ろうどう

関 係
かんけい

が主
しゅ

に担
にな

う

もの、医 療
いりょう

関 係
かんけい

が主
しゅ

に担
にな

うものを整理
せいり

した上
うえ

で、「自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

」に該 当
がいとう

する支援
しえん

をどこにどのように位置
い ち

づけるかを検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 「総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」の主
しゅ

な守備
しゅび

範囲
はんい

と関 係
かんけい

してくるから。 

 

＜項 目
こうもく

D-2 生 活
せいかつ

実 態
じったい

に即
そく

した介 助
かいじょ

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）等
とう

＞ 

論 点
ろんてん

D-2-1) 推 進
すいしん

会議
かいぎ

では、シームレス
し ー む れ す

なサービス
さ ー び す

の確保
かくほ

の必 要 性
ひつようせい

が指摘
してき

された。また、

障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

では「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

」を含
ふく

む支援
しえん

サービス
さ ー び す

も

提起
ていき

されている。これらをふまえ、地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

のあり方
かた

についてどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

に明記
めいき

されたパーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

の創 設
そうせつ

が必 要
ひつよう

である。 

現 行
げんこう

の制度
せいど

設 計
せっけい

をシームレス
し ー む れ す

な内 容
ないよう

に見直
みなお

すとともに、介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

・移動
いどう

支援
しえん

は、

パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

として見直
みなお

す。 

○理由
りゆう

 

 現 行
げんこう

の制度
せいど

は、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の生 活
せいかつ

ではなく行 政
ぎょうせい

の縦割
たてわ

りに基
もと

づくサービス
さ ー び す

を
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当事者
とうじしゃ

が利用
りよう

していることから、その改 善
かいぜん

が必 要
ひつよう

である。また、生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

にわたっ

てもシームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

を確保
かくほ

するために必 要
ひつよう

である。また、重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

を実 現
じつげん

していくためにパーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

が必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

であるから。 

 

論 点
ろんてん

D-2-2) 現 在
げんざい

のホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の仕組
し く

みについては、何
なん

らかの変 更
へんこう

が

必 要
ひつよう

か？また、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

に関
かん

しての個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

か？ 

○結 論
けつろん

 

 ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

は原 則
げんそく

として国
くに

の責 任
せきにん

で実施
じっし

する。 

特
とく

に、「自立
じりつ

支援法
しえんほう

」になって、それまで個別
こべつ

給 付
きゅうふ

で提
てい

供
きょう

されていたガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

が

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

となり 大
おお

きな地域間
ちいきかん

格差
かくさ

をもたらしたことをふまえて、（知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

も含
ふく

めた）移動
いどう

支援
しえん

を個別
こべつ

給 付
きゅうふ

に戻
もど

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 長 時 間
ちょうじかん

サービス
さ ー び す

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

への支援
しえん

は、地方
ちほう

自治体
じちたい

の財 政
ざいせい

を理由
りゆう

とし

て制 限
せいげん

されている。また、サービス
さ ー び す

の利用
りよう

範囲
はんい

も同 様
どうよう

であることから。 

 

論 点
ろんてん

D-2-3) 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

ゆえに必 要
ひつよう

とされる見守
みまも

りや安 心
あんしん

確保
かくほ

の相 談
そうだん

といった身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

ではない人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

の位置
い ち

づけをどうするべきか？ 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

ゆえに必 要
ひつよう

とされる見守
みまも

り等
とう

については、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

や様 々
さまざま

な

社 会
しゃかい

参加
さんか

にとって不可欠
ふかけつ

であり、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

を問
と

わずに提 供
ていきょう

できるよう、見守
みまも

りも含
ふく

めた支援
しえん

をパーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

として構 築
こうちく

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

で暮
く

らす権利
けんり

を実 現
じつげん

していくため。 
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論 点
ろんてん

D-2-4) 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

でのサポート
さ ぽ ー と

体 制
たいせい

を確 立
かくりつ

するため

にはどういう課題
かだい

があるか？ また、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を継 続
けいぞく

しながら必 要
ひつよう

に応
おう

じて利用
りよう

でき

るショートステイ
し ょ ー と す て い

等
とう

の機能
きのう

を望
のぞ

む声
こえ

があるが、確保
かくほ

していくためにどのような課題
かだい

があ

るか？ 

○結 論
けつろん

 

 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を生 活
せいかつ

行為
こうい

として、医 療
いりょう

関 係 者
かんけいしゃ

以外
いがい

も提 供
ていきょう

できるための施策
しさく

を

検 討
けんとう

する。 

○理由
りゆう

 

 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が生 活
せいかつ

行為
こうい

として確保
かくほ

できないために介 助
かいじょ

や日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

等
とう

、生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

により多
おお

くの制 限
せいげん

や制 約
せいやく

を受
う

けているとともに、現 行
げんこう

の医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を確保
かくほ

す

るための施策
しさく

が貧 困
ひんこん

であるため。 

 

＜項 目
こうもく

D-3 社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）＞ 

論 点
ろんてん

D-3-1) 障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

参加
さんか

の点
てん

から就 労
しゅうろう

・就 学
しゅうがく

に際
さい

しての介護
かいご

、通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

の介護
かいご

が大
おお

きな課題
かだい

との指摘
してき

があるが、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービス
さ ー び す

でどこまでカバ
か ば

ーすると

考
かんが

えるか、その際
さい

、労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

や教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

や財 源
ざいげん

をどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 シームレス
し ー む れ す

なサービス
さ ー び す

として、当事者
とうじしゃ

主 体
しゅたい

のサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

を総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の検 討
けんとう

の中
なか

で基本的
きほんてき

な設 計
せっけい

は行
おこな

う。また、サービス
さ ー び す

の実施
じっし

にともなう財 政
ざいせい

負担
ふたん

は、関 係
かんけい

省 庁
しょうちょう

の予算
よさん

で実施
じっし

する。 

○理由
りゆう

 

 どんなに重 度
じゅうど

の障 害
しょうがい

があっても地域
ちいき

で暮
く

らし、就 学
しゅうがく

や就 労
しゅうろう

、余暇
よ か

等
とう

、様 々
さまざま

な

活 動
かつどう

に参加
さんか

するためには切
き

れ目
め

のない支援
しえん

の確保
かくほ

が不可欠
ふかけつ

であるから。 

 

論 点
ろんてん

D-3-2) 居場所
いばしょ

機能
きのう

など広
ひろ

く仲間
なかま

との交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

などについてどう考
かんが

え、確保
かくほ

していくための体 系
たいけい

はどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 ピア
ぴ あ

・サポート
さ ぽ ー と

活 用
かつよう

の観 点
かんてん

からも仲間
なかま

との交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

などに独自
どくじ

の

価値
か ち

を認
みと

めた制度
せいど

設 計
せっけい

が必 要
ひつよう

である。その観 点
かんてん

から支援
しえん

事 業
じぎょう

を制度化
せいどか

するべきであ



7 
 

る。 

○理由
りゆう

 

 「自立
じりつ

支援法
しえんほう

」の中
なか

で「一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

」に即時
そくじ

につながらない活 動
かつどう

は無価値
む か ち

であるか

のような取
と

り扱
あつか

いが行
おこな

われ、当事者
とうじしゃ

にとって「居
い

づらい」ような状 況
じょうきょう

も生
う

み出
だ

してき

た。その反 省
はんせい

をふまえて、仲間
なかま

との交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

の独自
どくじ

の価値
か ち

を尊 重
そんちょう

した

制度化
せいどか

が求
もと

められるから。 

 

＜項 目
こうもく

D-4 就 労
しゅうろう

＞ 

論 点
ろんてん

D-4-1) 「福祉
ふくし

から雇用
こよう

へ」の移行
いこう

はどこまで進
すす

んだのか？これまでの就 労
しゅうろう

政 策
せいさく

の

問 題 点
もんだいてん

をどう考
かんが

えるのか？ 

○結 論
けつろん

 

 労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

と福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

の縦割
たてわ

りの中
なか

で、未
いま

だに雇用
こよう

と福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

の間
あいだ

には大
おお

き

な壁
かべ

が立
た

ちはだかった状 況
じょうきょう

にある。特
とく

に、「支援
しえん

を得
え

ながら働
はたら

く」という視点
してん

から、

重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

が働
はたら

くために必 要
ひつよう

な支援
しえん

を確保
かくほ

することが必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 例
たと

えば、障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

を制 限
せいげん

している通 勤
つうきん

・職
しょく

場 内
じょうない

の介 助
かいじょ

等
とう

の必 要 性
ひつようせい

の

有無
う む

等
とう

を採 用
さいよう

要 件
ようけん

としている一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

の実 態
じったい

があるが、逆
ぎゃく

にみると、そうした

ニード
に ー ど

に対 応
たいおう

できる制度
せいど

や支援
しえん

があれば、重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

促 進
そくしん

が期待
きたい

できる。 

 

論 点
ろんてん

D-4-2) 福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

のとらえ直
なお

しを含
ふく

む、これからの就 労
しゅうろう

の制度
せいど

設 計
せっけい

をどう考
かんが

えるのか？ 

○結 論
けつろん

 

 D-4-1）で述
の

べた通
とお

り、雇用
こよう

と福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

の縦割
たてわ

りをなくしていくことを前
まえ

提
てい

に、

賃 金
ちんぎん

補
ほ

てん制度
せいど

や社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ

制度
せいど

等
とう

を検 討
けんとう

することにより、障 害 者
しょうがいしゃ

の働
はたら

く

権利
けんり

を支援
しえん

していく制度
せいど

設 計
せっけい

とすべきである。 

○理由
りゆう

 

 条 約
じょうやく

第
だい

27条
じょう

(a)の「あらゆる形 態
けいたい

の雇用
こよう

に係
かかわ

るすべての事項
じこう

・・・に関
かん

し、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を禁止
きんし

」とあり、他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

を基礎
き そ

とした制度
せいど

設 計
せっけい

が必 要
ひつよう

だ

から。 
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論 点
ろんてん

D-4-3) 既存
きそん

の労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

における取
と

り組
く

みとあわせて、福祉
ふくし

と労 働
ろうどう

にまたがるよ

うな法
ほう

制度
せいど

については、どこで議論
ぎろん

していくべきか？ 

○結 論
けつろん

 

 推 進
すいしん

会議
かいぎ

でも労 働
ろうどう

についての議論
ぎろん

がなされてきたことをふまえ、推 進
すいしん

会議
かいぎ

の下
した

に

推
すい

進
すすむ

会議
かいぎ

委員
いいん

と総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

委員
いいん

からなる合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

を設置
せっち

し、そこで行
おこな

う。 

○理由
りゆう

 

 行 政
ぎょうせい

が進
すす

めてきた縦割
たてわ

りではなく、当事者
とうじしゃ

が進
すす

めてきた連 携
れんけい

と連 帯
れんたい

にもとづく

新
あら

たなルール
る ー る

と体 系
たいけい

の確保
かくほ

が期待
きたい

できる。 

 

＜項 目
こうもく

D-5 地域
ちいき

での住
す

まいの確保
かくほ

・居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

について＞ 

論 点
ろんてん

D-5-1) これまで地域
ちいき

移行
いこう

の障 壁
しょうへき

になってきた住 宅
じゅうたく

問 題
もんだい

を解
かい

決
けっ

するために、

具体的
ぐたいてき

にどのような方 策
ほうさく

が考
かんが

えられるか？ 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

に応
おう

じて行 政
ぎょうせい

の保 証
ほしょう

、相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの機能
きのう

充 実
じゅうじつ

、公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

の活 用
かつよう

、

借
か

り上
あ

げ賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

、民 間
みんかん

住 宅
じゅうたく

業 界
ぎょうかい

へのアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

及
およ

び住 宅
じゅうたく

手当
てあて

等
とう

の経 済 的
けいざいてき

支援
しえん

を確保
かくほ

する。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

での住
す

まいの確保
かくほ

に当
あ

たって当事者
とうじしゃ

が直 面
ちょくめん

してきた問 題
もんだい

を改 善
かいぜん

で

きる可能性
かのうせい

がある。 

 

論 点
ろんてん

D-5-2) 地域
ちいき

での住
す

まいの確保
かくほ

の 方 策
ほうさく

として 公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

への 優 先 枠
ゆうせんわく

を広
ひろ

げる

方 向
ほうこう

で考
かんが

えるべきか？ 

○結 論
けつろん

 

 考
かんが

えるべきである。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

での住
す

まいの確保
かくほ

の重 要 性
じゅうようせい

とその公 的
こうてき

責 任
せきにん

から。 
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論 点
ろんてん

D-5-3) また、公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

が質 量
しつりょう

共
とも

に不足
ふそく

する現 実
げんじつ

がある中
なか

で、障 害
しょうがい

がある人
ひと

の

アパート
あ ぱ ー と

などの一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

の確保
かくほ

の為
ため

にどのような対 応
たいおう

が必 要
ひつよう

か？（家賃
やちん

等
とう

の軽 減
けいげん

策
さく

や借
か

り上
あ

げ型
かた

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

等
とう

) 

○結 論
けつろん

 

 家賃
やちん

補
ほ

助
じょ

や借
か

り上
あ

げ賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

等
とう

、地域
ちいき

での住
す

まい確保
かくほ

のための多様
たよう

な支援
しえん

策
さく

を

検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

・病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

、地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

の実 現
じつげん

には、地域
ちいき

での住
す

まいの確保
かくほ

がきわめて重 要
じゅうよう

であるから。 

 

論 点
ろんてん

D-5-4) 居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

の評 価
ひょうか

とさらに必 要
ひつよう

とされる機能
きのう

・役 割
やくわり

にどのよう

なことがあるか？ 

○結 論
けつろん

 

 「地域
ちいき

での住
す

まいの確保
かくほ

」という課題
かだい

に福祉
ふくし

分野
ぶんや

から取
と

り組
く

むという点
てん

には意味
い み

があ

ったが、未実施
みじっし

の自治体
じちたい

が多
おお

い等
とう

の問 題
もんだい

がある。今後
こんご

の施設
しせつ

・病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

を

進
すす

めていけるよな「住
す

まい方
かた

支援
しえん

」としての機能
きのう

強 化
きょうか

を図
はか

るべきである。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

を実 現
じつげん

するため。 

 

論 点
ろんてん

D-5-5) グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

とケアホーム
け あ ほ ー む

について、現 状
げんじょう

の問 題 点
もんだいてん

は何
なに

か？また今後
こんご

のあり方
かた

をどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 介護
かいご

給 付
きゅうふ

と訓 練
くんれん

給 付
きゅうふ

の区分
く わ

けにより、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

と複 雑
ふくざつ

になっ

ている。また、30人
にん

といった「グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

」とは呼
よ

べない規模
き ぼ

のものや施設内
しせつない

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

も設置
せっち

されてきている。経過
けいか

措置
そ ち

によって 多 少
たしょう

緩和
かんわ

されたが、

ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

の利用
りよう

制 限
せいげん

が行
おこな

われ一人
ひとり

ひとりにあった支援
しえん

の確保
かくほ

が難
むずか

しくなっている。

総
そう

じて、「ミニ
み に

施設化
しせつか

」が進
すす

められるような制度
せいど

設 計
せっけい

となってしまっている。 

 今後
こんご

においては、あくまで「地域
ちいき

における多様
たよう

な住
す

まい方
かた

」として、小規模化
しょうきぼか

が進
すす

む

ような制度
せいど

設 計
せっけい

（傾 斜
けいしゃ

配 分
はいぶん

等
とう

）と、ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

等
とう

一人
ひとり

ひとりの支援
しえん

の確保
かくほ

ができ
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る仕組
し く

みとすべきである。また、介護
かいご

給 付
きゅうふ

・訓 練
くんれん

給 付
きゅうふ

の区分
く わ

けの見直
みなお

しとあわせて、

居 住
きょじゅう

支援
しえん

機能
きのう

としてグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

を一本化
いっぽんか

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 「自立
じりつ

支援法
しえんほう

」の制度
せいど

設 計
せっけい

によってもたらされた「ミニ
み に

施設化
しせつか

」の問 題
もんだい

をなくし、

「地域
ちいき

での多様
たよう

な住
す

まい方
かた

支援
しえん

」とするため。 

 

＜項 目
こうもく

D-6 権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

等
とう

＞ 

論 点
ろんてん

D-6-1) 「本 人
ほんにん

が必 要
ひつよう

とする支援
しえん

を受
う

けた自己
じ こ

選 択
せんたく

、自己
じ こ

決 定
けってい

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

」を

実 現
じつげん

していくためには、どのようなサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 当事者
とうじしゃ

の生 活
せいかつ

スタイル
す た い る

（就 学
しゅうがく

、就 労
しゅうろう

等
とう

を含
ふく

む）に応
おう

じたサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

とする。

また、そうしたサービス
さ ー び す

を活 用
かつよう

して地域
ちいき

生 活
せいかつ

を実 現
じつげん

できるように、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

など

も活 用
かつよう

したエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

が行
おこな

えるよう、地域
ちいき

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

事 業
じぎょう

（仮 称
かしょう

）の創 設
そうせつ

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 自己
じ こ

決 定
けってい

（支援付
しえんづ

きの自己
じ こ

決 定
けってい

を含
ふく

む）に基
もと

づく地域
ちいき

生 活
せいかつ

を実 現
じつげん

するため。 

 

論 点
ろんてん

D-6-2) 権利
けんり

擁護
ようご

を推 進
すいしん

していくためにはどのような体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

か？相 談
そうだん

支援
しえん

やエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の事業化
じぎょうか

についてどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 より身近
みぢか

な単位
たんい

の地域
ちいき

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

事 業
じぎょう

（仮 称
かしょう

）の創 設
そうせつ

と都道府県
とどうふけん

等
とう

の単位
たんい

の

権利
けんり

擁護
ようご

センタ
せ ん た

ーを設置
せっち

する。また、本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

支援
しえん

を行
おこな

えるよう相 談
そうだん

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

を行
おこな

う。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

、並
なら

びに、現 実
げんじつ

の障 害 者
しょうがいしゃ

が受
う

けてきた権利
けんり

侵 害
しんがい

に対
たい

す

る実 践
じっせん

・効果的
こうかてき

な対 応
たいおう

が期待
きたい

できる。 

 



11 
 

論 点
ろんてん

D-6-3) サービス
さ ー び す

の質
しつ

の確保
かくほ

等
とう

のための苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

と第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

の仕組
し く

みにつ

いてどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

○理由
りゆう

 

 

＜項 目
こうもく

D-7 その他
た

＞ 

論 点
ろんてん

D-7-1) 「分野
ぶんや

D 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

」についてのその他
た

の論 点
ろんてん

及
およ

び意見
いけん

 

○結 論
けつろん

 

○理由
りゆう

 

 

（分野
ぶんや

E 地域
ちいき

移行
いこう

) 

＜項 目
こうもく

E-1 地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

、並
なら

びにその法定化
ほうていか

＞ 

論 点
ろんてん

E-1-1) 条 約
じょうやく

では、「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義務
ぎ む

づけられないこと」とあるが、これ

を確保
かくほ

するためにはどのようなことが課題
かだい

にあるか？また、地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

についてど

う考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

及
およ

び社 会 的
しゃかいてき

入 院 者
にゅういんしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

に向
む

けたシステム
し す て む

の確 立
かくりつ

と移行後
いこうご

の

サービス
さ ー び す

基盤
きばん

とサービス量
さーびすりょう

及
およ

び支援
しえん

を確保
かくほ

すること。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

や病 院
びょういん

中 心
ちゅうしん

の施策
しさく

展 開
てんかい

の歴史
れきし

が続
つづ

いてきた中
なか

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

のサービス
さ ー び す

基盤
きばん

か

圧 倒 的
あっとうてき

に不 十 分
ふじゅうぶん

な状 況
じょうきょう

にあるため。 

 

論 点
ろんてん

E-1-2) 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

に関
かん

して具体的
ぐたいてき

な期限
きげん

や数値
すうち

目 標
もくひょう

、

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

などを定
さだ

めることは必 要
ひつよう

か？ 

○結 論
けつろん

 

 この間
あいだ

、「地域
ちいき

移行
いこう

」がスローガン
す ろ ー が ん

のように言
い

われてきたが、目
め

に見
み

える変化
へんか

はもたら

してこなかった。そうた点
てん

から、期限
きげん

を定
さだ

めた地域
ちいき

移行
いこう

の目 標
もくひょう

設 定
せってい

やプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

と、

その法定化
ほうていか

が必 要
ひつよう

である。そして、あわせて、地域
ちいき

移行
いこう

する障 害 者
しょうがいしゃ

が必 要
ひつよう

とする

サービス
さ ー び す

基盤
きばん

の整備
せいび

目 標
もくひょう

・計 画
けいかく

等
とう

も必 要
ひつよう

である。 
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○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

やその家族
かぞく

がが抱
だ

く地域
ちいき

生 活
せいかつ

に対
たい

する不安
ふあん

を解
かい

消
しょう

し、必 要
ひつよう

な支援
しえん

を

得
え

て地域
ちいき

生 活
せいかつ

を実 現
じつげん

していくため。 

 

論 点
ろんてん

E-1-3) 地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めるために、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

などをどの

ように整備
せいび

・展 開
てんかい

していくべきか？ 

○結 論
けつろん

 

 自治体
じちたい

で行
おこな

われている退 院
たいいん

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

や自立
じりつ

生 活
せいかつ

センタ
せ ん た

ー等
とう

が自主的
じしゅてき

に行
おこな

って

いる地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

活 動
かつどう

では、ピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

・ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

による支援
しえん

の有 効 性
ゆうこうせい

が

確 認
かくにん

されてきている。また、その際
さい

、自立
じりつ

体 験 室
たいけんしつ

を活 用
かつよう

した自立
じりつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

等
とう

の体 験 的
たいけんてき

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

が大
おお

きな意味
い み

を持
も

つ。こうしたことが広
ひろ

く行
おこな

えるようにする

ために、ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や自立
じりつ

体 験 室
たいけんしつ

（プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

提
てい

供
とも

も含
ふく

む）等
とう

の機能
きのう

をもった地域
ちいき

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

事 業
じぎょう

（仮 称
かしょう

）を創 設
そうせつ

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 これまでの実 践
じっせん

の中
なか

で、その意義
い ぎ

と必 要 性
ひつようせい

が確
たし

かめられてきているから。 

 

論 点
ろんてん

E-1-4) 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

の結果
けっか

、保 証 人
ほしょうにん

を確保
かくほ

できず地域
ちいき

移行
いこう

が出来
で き

ない人
ひと

へ

の対 応
たいおう

として、どのような公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

が必 要
ひつよう

か？ 

○結 論
けつろん

 

 長 期 間
ちょうきかん

の入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

の中
なか

で、親 族
しんぞく

との離別
りべつ

や保
ほ

証
しょう

人
にん

になってもらえる知人
ちじん

の

確保
かくほ

が難
むずか

しくなる状 況
じょうきょう

がある。公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

での確保
かくほ

とあわせて、民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

での

契 約
けいやく

がスムース
す む ー す

に行
おこな

えるような支援
しえん

策
さく

として公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

を、行 政
ぎょうせい

の公 的
こうてき

責 任
せきにん

として行
おこな

うべき。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

での生 活
せいかつ

の権利
けんり

実 現
じつげん

のために、多様
たよう

な住
す

まい方
かた

支援
しえん

が必 要
ひつよう

だから。 
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論 点
ろんてん

E-1-5) 地域
ちいき

移行
いこう

をする人
ひと

に必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

が給 付
きゅうふ

されるような仕組
し く

みは必 要
ひつよう

か？

また、どのようなものであるべきか？ 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 多
おお

くの施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

は、幼 少
ようしょう

から地域
ちいき

と切
き

り離
はな

された生 活
せいかつ

を長 年
ながねん

続
つづ

けてきたため、

地域
ちいき

生 活
せいかつ

のイメージ
い め ー じ

をもつことも、支援
しえん

なくして、そうした生 活
せいかつ

を実 現
じつげん

することも難
むずか

しい状 況
じょうきょう

が多
おお

いと思
おも

われるため。 

 

論 点
ろんてん

E-1-6) 地域
ちいき

移行
いこう

における、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

の役 割
やくわり

、機能
きのう

をどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 現 在
げんざい

、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

という「特 定
とくてい

の生 活
せいかつ

様 式
ようしき

」の下
もと

で提
てい

供
きょう

している支援
しえん

機能
きのう

を整理
せいり

して、居 住
きょじゅう

機能
きのう

、福祉的
ふくしてき

支援
しえん

、医 療 的
いりょうてき

支援
しえん

等
とう

を地域
ちいき

の中
なか

で提
てい

供
とも

できるよう

にしていくべき。 

○理由
りゆう

 

 諸 外 国
しょがいこく

の経 験
けいけん

などからも、地域
ちいき

移行
いこう

を本 格 的
ほんかくてき

に進
すす

めていく中
なか

で、これまで施設
しせつ

や

病 院
びょういん

で提
てい

供
きょう

してきた機能
きのう

、そこで働
はたら

いている職 員
しょくいん

の地域
ちいき

移行
いこう

が大
おお

きな課題
かだい

となるか

ら。 

 

＜項 目
こうもく

E-2 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

等
とう

の解
かい

消
け

＞ 

論 点
ろんてん

E-2-1) 多
おお

くの 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を 抱
かか

える精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

からや、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

からの

大規模
だいきぼ

な地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

める為
ため

に、何
なん

らかの特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は必 要
ひつよう

か？ 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。その中
なか

で、国
くに

の政 策
せいさく

として入 所
にゅうしょ

・入 院
にゅういん

中 心
ちゅうしん

の施策
しさく

体 系
たいけい

を展 開
てんかい

し

てきた歴史
れきし

の総 括
そうかつ

を行
おこな

うべきである。その上
うえ

で、地域
ちいき

生 活
せいかつ

中 心
ちゅうしん

への転 換
てんかん

が果
は

たせ

るような時限
じげん

を定
さだ

めた特 別
とくべつ

措置
そ ち

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 国
くに

の責 任
せきにん

において総 括
そうかつ

を行
おこな

った上
うえ

で、今後
こんご

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

中 心
ちゅうしん

への政 策
せいさく

転 換
てんかん

を

行
おこな

うことが、当事者
とうじしゃ

並
なら

びに関 係 者
かんけいしゃ

の「納 得 感
なっとくかん

」を得
え

る意味
い み

でも、ドラスティック
ど ら す て ぃ っ く

な
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転 換
てんかん

を行
おこな

う上
うえ

でも重 要
じゅうよう

だから。 

 

論 点
ろんてん

E-2-2) 現 実
げんじつ

に存 続
そんぞく

する「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」「再
さい

入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

」問 題
もんだい

にどのように取
と

り組
く

むべきか？ 

○結 論
けつろん

 

 行 政 上
ぎょうせいじょう

、「施設
しせつ

待機
たいき

」とされている人
ひと

の状 況
じょうきょう

・背 景
はいけい

の精査
せいさ

・聴
き

き取
と

り調 査
ちょうさ

を行
おこな

う

べきである。本 人
ほんにん

が申
もう

し込
こ

んでいるのか、家族
かぞく

が申
もう

し込
こ

んでいるのかで意味
い み

が全
まった

く異
こと

なる。また、主
しゅ

に介護
かいご

に当
あ

たっている家族
かぞく

の健 康
けんこう

不安
ふあん

等
とう

が理由
りゆう

で申 請
しんせい

されている場合
ばあい

は、家族
かぞく

が行
おこな

ってきた支援
しえん

を地域
ちいき

で得
え

られるかどうかが不安
ふあん

ということなのだから、

「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

待機者
たいきしゃ

」と考
かんが

えるべきである。丁 寧
ていねい

な相 談
そうだん

支援
しえん

、エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

を通
つう

じて、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が続
つづ

けられるような支援
しえん

を行
おこな

うべきである。 

○理由
りゆう

 

 「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」と一
いち

括
くく

りに言
い

われてきたが、その背 景
はいけい

分 析
ぶんせき

とその解
かい

決
けつ

のための施策
しさく

と支援
しえん

が必 要
ひつよう

だから。 

 

論 点
ろんてん

E-2-3) また、「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」「再
さい

入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

」者
しゃ

への実 態
じったい

調 査
ちょうさ

と、何
なに

があれ

ばそうならないかのニーズ
に ー ず

把握
はあく

は、具体的
ぐたいてき

にどのように行
おこな

えばよいか？ 

○結 論
けつろん

 

 「待機者
たいきしゃ

リスト
り す と

」をもとに、誰
だれ

が申 請
しんせい

しているのか、何
なに

が理由
りゆう

か、そして、現 在
げんざい

提
てい

供
きょう

できる地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

のメニュ
め に ゅ

ーを示
しめ

した上
うえ

でどう希望
きぼう

されるかの聴
き

き取
と

りを行
おこな

う

ことが必 要
ひつよう

である。また、その際
さい

、相 談
そうだん

支援
しえん

やピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

につなぎ、自立
じりつ

体 験
たいけん

等
とう

の

機会
きかい

も提
てい

供
きょう

しながらの聴
き

き取
と

りもできるようにすべきである。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の 継 続
けいぞく

ができるかどうかの不安
ふあん

が 大
おお

きな 原 因
げんいん

と 考
かんが

えられ、そこに

スポット
す ぽ っ と

を当
あ

てた聴
き

き取
と

りと支援
しえん

が重 要
じゅうよう

と考
かんが

えられるから。  
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論 点
ろんてん

E-2-4) 上 記
じょうき

の調 査
ちょうさ

を具体的
ぐたいてき

な施策
しさく

に活
い

かすためには、どのようなシステム
し す て む

を

構 築
こうちく

すべきか？ 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

とあわせて、「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」と言
い

われる人
ひと

たちの再
さい

聴
き

き取
と

りと地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

につなげていく特 別
とくべつ

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

やその法制化
ほうせいか

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 「自立
じりつ

支援法
しえんほう

」では地域
ちいき

移行
いこう

を掲
かか

げたが、一部
いちぶ

の熱 心
ねっしん

な取
と

り組
く

みを除
のぞ

いては目
め

に見
み

え

る変化
へんか

は見
み

られない。その一 方
いっぽう

で、新
あら

たな入 所
にゅうしょ

が生
う

まれてきた。地域
ちいき

移行
いこう

を掲
かか

げなが

ら、一 方
いっぽう

で新規
しんき

入 所
にゅうしょ

が生
う

まれていく状 況
じょうきょう

を解
かい

決
けっ

していくことが必 要
ひつよう

だから。 

 

論 点
ろんてん

E-2-5) スウェーデン
す う ぇ ー で ん

では 1990 年 代
ねんだい

初 頭
しょとう

の 改 革
かいかく

で 一 定
いってい

期間
きかん

以 上
いじょう

の 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

の費用
ひよう

は市 町 村
しちょうそん

が持
も

つような制度
せいど

設 計
せっけい

にした為
ため

、社 会
しゃかい

資源
しげん

の開 発
かいはつ

が

一 挙
いっきょ

に進
すす

んだ。我
わ

が国
くに

でもそのような強 力
きょうりょく

なインセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

を持
も

った政 策
せいさく

が必 要
ひつよう

か？ 必 要
ひつよう

とすればどのようなものにすべきか？ 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 国
くに

レベル
れ べ る

での総 括
そうかつ

と今後
こんご

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

中 心
ちゅうしん

への転 換
てんかん

を明 確
めいかく

に示
しめ

さないと、施設
しせつ

・

病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

まないから。 

 

＜項 目
こうもく

E-3 その他
た

＞ 

論 点
ろんてん

E-3-1) 「分野
ぶんや

E 地域
ちいき

移行
いこう

」についてのその他
た

の論 点
ろんてん

及
およ

び意見
いけん

 

○結 論
けつろん

 

○理由
りゆう
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（分野
ぶんや

F 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

) 

＜項 目
こうもく

F-1 地域
ちいき

生 活
せいかつ

資源
しげん

整備
せいび

のための措置
そ ち

＞ 

論 点
ろんてん

F-1-1) 地域間
ちいきかん

格差
かくさ

を解
かい

消
しょう

するために、社 会
しゃかい

資源
しげん

の少
すく

ない地域
ちいき

に対
たい

してどのよう

な重 点 的
じゅうてんてき

な施策
しさく

を盛
も

り込
こ

むべきか？ 

○結 論
けつろん

 

 社 会 的
しゃかいてき

資源
しげん

が不足
ふそく

している背 景
はいけい

とその要 因
よういん

を把握
はあく

し、その背 景
はいけい

及
およ

び要 因
よういん

に応
おう

じた施策
しさく

を国
くに

の責 任
せきにん

において実施
じっし

する。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

の障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

、並
なら

びに地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

の動 向
どうこう

をふまえるならば、地域
ちいき

資源
しげん

整備
せいび

についての国
くに

の責 任
せきにん

は重 要
じゅうよう

であるから。 

 

論 点
ろんてん

F-1-2) どの地域
ちいき

であっても安 心
あんしん

して暮
く

らせるためのサービス
さ ー び す

、支援
しえん

を確
あきら

保
ほ

するた

めの財 源
ざいげん

の仕組
し く

みをどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 現 状
げんじょう

の国庫
こっこ

負担
ふたん

金
きん

を廃
はい

止
し

し自治体
じちたい

が要
よう

した費用
ひよう

全 額
ぜんがく

を対 象
たいしょう

に義務的
ぎむてき

経費
けいひ

とする

こと、及
およ

び自治体
じちたい

の予算
よさん

状 況
じょうきょう

等
とう

に応
おう

じた個別
こべつ

施策
しさく

を実施
じっし

する。 

○理由
りゆう

 

 どの地域
ちいき

においても、地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

が担
たん

保
ほ

できるようにするため。 

 

論 点
ろんてん

F-1-3) 地域
ちいき

移行
いこう

や地域間
ちいきかん

格差
かくさ

の解
かい

消
しょう

を図
はか

るため、地域
ちいき

生 活
せいかつ

資源
しげん

整備
せいび

に向
む

けた、

かつての「ゴールドプラン
ご ー る ど ぷ ら ん

」「障 害 者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

：ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

7カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」のよ

うな国
くに

レベル
れ べ る

のプラン
ぷ ら ん

が必 要
ひつよう

か？あるいは何
なん

らかの時限
じげん

立 法
りっぽう

を制 定
せいてい

する必 要
ひつよう

があ

るか？ 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。どの地域
ちいき

においても安 心
あんしん

して暮
く

らせるような、目 標
もくひょう

年次
ねんじ

を定
さだ

めた地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

のための方 策
ほうさく

を打
う

ち出
だ

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 国
くに

レベル
れ べ る

での地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

の方 策
ほうさく

が不可欠
ふかけつ

であるから。 
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論 点
ろんてん

F-1-4) 現 行
げんこう

の都道府県
とどうふけん

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

及
およ

び市 町 村
しちょうそん

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

についてど

う評 価
ひょうか

するか？また、今後
こんご

のあり方
かた

についてどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 今後
こんご

も計 画
けいかく

の義務
ぎ む

づけが必 要
ひつよう

である。また、策 定
さくてい

段 階
だんかい

から当事者
とうじしゃ

及
およ

び関 係 者
かんけいしゃ

の

参 画
さんかく

を保
ほ

障
さわ

するとともに、その実施
じっし

状 況
じょうきょう

の検 証 者
けんしょうしゃ

としても位置
い ち

づける。 

○理由
りゆう

 

 計 画
けいかく

の実 効 性
じっこうせい

及
およ

び策 定
さくてい

の意義
い ぎ

を深
ふか

めることができるため。 

 

＜項 目
こうもく

F-2 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

＞ 

論 点
ろんてん

F-2-1) 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の法定化
ほうていか

についてどう考
かんが

えるか？また、その地域
ちいき

における

解
かい

決
けつ

が困 難
こんなん

な問 題
もんだい

を具体的
ぐたいてき

に解
かい

決
けっ

する機関
きかん

として、どのように位置
い ち

づけるべきか？ 

○結 論
けつろん

 

 現 在
げんざい

の自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、あたかも「打
う

ち出
で

の小槌
こづち

」のように「自立
じりつ

支援法
しえんほう

」の制度下
せいどか

で解
かい

決
けっ

し得
え

ない様 々
さまざま

な問 題
もんだい

への対 応
たいおう

が求
もと

められ、そのために、実 際
じっさい

には機能
きのう

しな

いところが多
おお

い。現 状
げんじょう

のままで法定化
ほうていか

しても、形 式 上
けいしきじょう

の設置
せっち

が進
すす

むだけで実 質 的
じっしつてき

な

意味
い み

は乏
とぼ

しい。 

 再
さい

度
ど

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の実 現
じつげん

のためにはどのような機能
きのう

、仕組
し く

みが必 要
ひつよう

かを整理
せいり

し、ま

た、その構 成
こうせい

メンバ
め ん ば

ー等
とう

も検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。そうした検 討
けんとう

を終
お

えてから法定化
ほうていか

の検 討
けんとう

を行
おこな

うべきである。 

○理由
りゆう

 

 「自立
じりつ

支援法
しえんほう

」廃止
はいし

にあわせて、一
いち

からの見直
みなお

しが必 要
ひつよう

だから。 

 

論 点
ろんてん

F-2-2) 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の議論
ぎろん

から社 会
しゃかい

資源
しげん

の創 出
そうしゅつ

につなげるために、どのよう

な財 源 的
ざいげんてき

な裏打
うらう

ちが必 要
ひつよう

か？ 

○結 論
けつろん

 

 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

で明
あき

らかになった資源
しげん

の不足
ふそく

、満
み

たされないニード
に ー ど

の解
かい

決
けつ

につなげ

ていくような、政 策
せいさく

提
てい

言
げん

機能
きのう

をもたせるべきである。また、その政 策
せいさく

提
てい

言
げん

が予算
よさん

に

反 映
はんえい

されるような仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう
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 現 状
げんじょう

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

資源
しげん

の不足
ふそく

状 況
じょうきょう

の中
なか

で、社 会
しゃかい

資源
しげん

の開 発
かいはつ

機能
きのう

の強 化
きょうか

が必 要
ひつよう

だ

から。 

 

論 点
ろんてん

F-2-3) 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の推 進
すいしん

には、一 般
いっぱん

市民
しみん

の理
り

解
かい

と参加
さんか

が重 要
じゅうよう

であるが、それ

を促
うなが

す仕組
し く

みを自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の取
と

り組
く

み、あるいはその他
た

の方 法
ほうほう

で、法 律
ほうりつ

に組
く

み込
こ

めるか？ 

○結 論
けつろん

 

○理由
りゆう

 

 

＜項 目
こうもく

F-3 長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

等
とう

の保
ほ

障
しょう

＞ 

論 点
ろんてん

F-3-1) どんなに重
おも

い障 害
しょうがい

があっても地域
ちいき

生 活
せいかつ

が可能
かのう

になるために、市 町 村
しちょうそん

や

圏 域
けんいき

単位
たんい

での「満
み

たされていないニーズ
に ー ず

」の把握
はあく

や社 会
しゃかい

資源
しげん

の創 出
そうしゅつ

方 法
ほうほう

はどうすれ

ばよいか？ 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

によっては重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

に対 応
たいおう

できる支援
しえん

機関
きかん

がないところがあ

る。そうした点
てん

をふまえて、都道府県
とどうふけん

単位
たんい

（さらには全 国
ぜんこく

レベル
れ べ る

）での支援
しえん

ができる仕組
し く

みをつくり、そうした支援
しえん

機関
きかん

から当 該
とうがい

の自治体
じちたい

に対
たい

する提
てい

言
げん

ができる機能
きのう

をもたせ

るべきである。 

○理由
りゆう

 

 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

を行
おこな

っている支援
しえん

機関
きかん

が未整備
みせいび

な状 況
じょうきょう

があり、地域
ちいき

レベル
れ べ る

では確
かく

保
ほ

できない場合
ばあい

があるから。 

 

論 点
ろんてん

F-3-2) 24時間
じかん

介護
かいご

サービス
さ ー び す

等
とう

も含
ふく

めた 長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

が 必 要
ひつよう

な 人
ひと

に必 要 量
ひつようりょう

が

供 給
きょうきゅう

されるために、市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

単位
たんい

での支援
しえん

体 制
たいせい

はどのように構 築
こうちく

されるべき

か？ 

○結 論
けつろん

 

 身近
みぢか

な市 町 村
しちょうそん

で重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

を行
おこな

う機関
きかん

ができるような制度化
せいどか

を

図
はか

る一 方
いっぽう

、現 状
げんじょう

では都道府県
とどうふけん

単位
たんい

（あるいは全 国
ぜんこく

レベル
れ べ る

）でなければ支援
しえん

が得
え

られ

ない現 状
げんじょう

の中
なか

でそうした支援
しえん

機関
きかん

から市 町 村
しちょうそん

に対
たい

する提
てい

言
げん

機能
きのう

をつくる必 要
ひつよう

があ
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る。 

○理由
りゆう

 

 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

を行
おこな

っている支援
しえん

機関
きかん

が未整備
みせいび

な状 況
じょうきょう

があり、地域
ちいき

レベル
れ べ る

では確
あきら

保
ほ

できない場合
ばあい

があるから。 

 

＜項 目
こうもく

F-4 義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

と国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

＞ 

論 点
ろんてん

F-4-1) 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

では「在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

も含
ふく

めて義務的
ぎむてき

経費化
けいひか

」するとさ

れたが、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

の範囲内
はんいない

にとどまっている。そのため、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が事 実 上
じじつじょう

のサービス
さ ー び す

の上 限
じょうげん

になっている自治体
じちたい

が多
おお

いと指摘
してき

する声
こえ

がある。このことに関
かん

する

評 価
ひょうか

と問 題
もんだい

解
かい

決
けつ

についてどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 現 在
げんざい

の障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

と連 動
れんどう

した国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

の仕組
し く

みを廃止
はいし

して、障 害 者
しょうがいしゃ

介護
かいご

サービス
さ ー び す

の提
てい

供
きょう

のために自治体
じちたい

が要
よう

した費用
ひよう

全 体
ぜんたい

に対
たい

して国
くに

等
とう

が義務的
ぎむてき

に負担
ふたん

す

る仕組
し く

みにする。さらに、それでも市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

が大
おお

きくなる場合
ばあい

は、さらに国
くに

からの

財 政
ざいせい

負担
ふたん

を増
ふ

やすことができるなどの、財 政
ざいせい

調 整
ちょうせい

の仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 どの地域
ちいき

においても、長 時 間
ちょうじかん

の介護
かいご

サービス
さ ー び す

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

ができるような財 源
ざいげん

調 整
ちょうせい

の仕組
し く

みが求
もと

められているから。 

 

＜項 目
こうもく

F-5 国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

＞ 

論 点
ろんてん

F-5-1) 現 在
げんざい

、障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の中
なか

では、「施設
しせつ

・病 院
びょういん

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

への転 換
てんかん

」

「どの地域
ちいき

であっても安 心
あんしん

して暮
く

らせる」方 向
ほうこう

が目指
め ざ

されている。一 方
いっぽう

、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

では「現 金
げんきん

給 付
きゅうふ

は国
くに

、サービス
さ ー び す

給 付
きゅうふ

は地方
ちほう

」との一 括
いっかつ

交付
こうふ

金化
きんか

の考
かんが

えが示
しめ

さ

れている。障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に関
かん

して国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

をどう考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

は、その多
おお

くが人 権
じんけん

に直 結
ちょっけつ

するものであることから、国
くに

も地方
ちほう

も、そ

の確
かく

保
ほ

義務
ぎ む

を明 確
めいかく

に示
しめ

す法
ほう

制度
せいど

を確 立
かくりつ

する。そして、国
くに

と地方
ちほう

の具体的
ぐたいてき

な役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

は、当事者
とうじしゃ

及
およ

び関 係 者
かんけいしゃ

の参 画
さんかく

によって新
あら

たに検 討
けんとう

する。 

○理由
りゆう
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 現 在
げんざい

、地域
ちいき

主 権
しゅけん

改 革
かいかく

が進
すす

められているが、障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

と齟齬
そ ご

が起
お

きないよ

うにする必 要
ひつよう

があるため。 

 

論 点
ろんてん

F-5-2) 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の第
だい

19条
じょう

を受
う

けて、推 進
すいしん

会議
かいぎ

では「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

の

明文化
めいぶんか

」を求
もと

める意見
いけん

が多数
たすう

であった。地域
ちいき

の実 情
じつじょう

や特 色
とくしょく

にあったサービス
さ ー び す

提
てい

供
とも

と、

この「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

」を担
たん

保
ほ

していくためのナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

のあり方
かた

についてど

う考
かんが

えるか？ 

○結 論
けつろん

 

 当事者
とうじしゃ

の視点
してん

に基
もと

づくナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

を確 立
かくりつ

し、国
くに

及
およ

び地方
ちほう

に遵 守
じゅんしゅ

義務
ぎ む

を課
か

す。また、地方
ちほう

がこの基 準
きじゅん

を超
こ

えて独自
どくじ

の施策
しさく

を実施
じっし

する場合
ばあい

の国
くに

の関与
かんよ

は、原 則
げんそく

と

してなくす。 

○理由
りゆう

 

 ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

を地方
ちほう

への介 入
かいにゅう

とする意見
いけん

があるが、これは人 権
じんけん

を守
まも

るための

最 低
さいてい

基 準
きじゅん

であることから、法
ほう

制度
せいど

で遵 守
じゅんしゅ

する必 要
ひつよう

がある。また、それを越
こ

える地方
ちほう

の取
と

り組
く

みを、正 当
せいとう

な理由
りゆう

なくして国
くに

が制 限
せいげん

することは、地方
ちほう

自治
じ ち

への不当
ふとう

な介 入
かいにゅう

で

ある。 

 

＜項 目
こうもく

F-6 その他
た

＞ 

論 点
ろんてん

F-6-1) 「分野
ぶんや

F 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

」についてのその他
た

の論 点
ろんてん

及
およ

び意見
いけん

 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

予算
よさん

等
とう

に対
たい

する視点
してん

を「増 大
ぞうだい

する社 会
しゃかい

保
ほ

障費
さわひ

」ではなく「新
あら

たな産 業
さんぎょう

・

社 会
しゃかい

構 造
こうぞう

への転 換
てんかん

」と積 極 的
せっきょくてき

に位置
い ち

づけること。 

○理由
りゆう

 

 子
こ

どもや教 育
きょういく

及
およ

び障 害
しょうがい

福祉
ふくし

予算
よさん

は、ＯＥＣＤでは低 水 準
ていすいじゅん

とされる一 方
いっぽう

、その

予算増
よさんぞう

については、財 源
ざいげん

問 題
もんだい

が取
と

りざたされるが、これらの予算
よさん

内 訳
うちわけ

のほとんどが

雇用
こよう

創 出
そうしゅつ

→消 費
しょうひ

や経 済
けいざい

成 長
せいちょう

にもつながっているため。 

 


